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新
し
い
時
代
を
担
う
体
力
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

「
第
２
次
養
父
市
行
政
改
革
大
綱
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
要
の
お
知
ら
せ

第３３回

　
平
成
　
年
３
月
　
日
、
本
市
の
主
体
的
な
自
治
の
確
立
と
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
目
指
す
た
め

２１

３１

の
指
針
と
し
て
「
第
２
次
養
父
市
行
政
改
革
大
綱
」（
以
下
「
第
２
次
大
綱
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
　
年
　
月
に
制
定
し
た
第
１
次
養
父
市
行
政
改
革
大
綱
（
以
下
「
第
１
次
大
綱
」
と
い

１７

１２

う
。）
の
後
継
と
な
る
も
の
で
、
市
が
行
政
改
革
を
進
め
る
上
で
の
理
念
や
基
本
方
針
、
重
点
改
革
項
目
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
の
第
２
次
大
綱
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
第
２
次
大
綱
は
、
総
合
計
画
、
総
務
省

の
指
針
及
び
養
父
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
養
父
市
が
総
合
計

画
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
で
き
る
基
礎
体
力

を
付
け
る
た
め
の
指
針
と
し
て
策
定
し
ま

し
た
。

（
１
）
取
組
期
間

　
平
成
　
年
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間

２１

２５

と
し
ま
す
。

（
２
）推
進
体
制

　
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
本
部
に
お
い
て
進
行
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
成
果
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
を
通
し
て
公
表
す

る
ほ
か
、
公
募
を
含
む
市
民
で
構
成
さ
れ

る
養
父
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
報
告

し
、
意
見
を
そ
の
後
の
改
革
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

①
高
水
準
に
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
の

抑
制

・
本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
第
１
次

大
綱
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
早
期
健
全

団
体
の
指
定
（
３
月
号
参
照
）
か
ら
、
か

ろ
う
じ
て
免
れ
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度

２０

の
決
算
見
込
み
で
は
、
基
準
ぎ
り
ぎ
り
の

　
％
で
あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
高
水
準

２４で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
公
債

費
の
削
減
が
必
要
で
す
。

・
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
が
平
成
　２６

年
度
で
終
わ
り
、　

年
度
か
ら
　
年
度
に

２７

３１

か
け
て
漸
減
し
、
現
在
と
比
較
し
て
約
　１４

億
円
の
減
額
と
な
る
た
め
、
本
大
綱
の
期

間
中
に
思
い
切
っ
た
人
件
費
の
抑
制
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
策
定（
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
）櫛

実
施（
Ｄ
Ｏ
）櫛

検
証（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ

Ｋ
）櫛

見
直
し（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）を
繰
り

返
す
継
続
的
な
業
務
改
善
手
法
）を
確
立

す
る
た
め
に
、
事
務
事
業
の
評
価
制
度
の

導
入
、
運
用
と
予
算
反
映
を
行
い
ま
し
た

が
、
既
存
の
事
業
が
中
心
の
た
め
、
新
規

事
業
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
ま
だ
ま
だ
多
い
職
員
数
の
削
減

　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で
４
１
０
人

２０

い
る
職
員
数
は
、
類
似
団
体
と
比
較
し
て

多
い
た
め
、
今
後
５
年
間
の
職
員
大
量
退

職
時
代
に
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
策
定
の
趣
旨

○
取
組
手
法

○
さ
ら
な
る
改
革
の
必
要
性



77 市広報やぶ　２ ０ ０ ９年５月

行政改革情報ページ 明明明明明明明明明明明明明明明明日日日日日日日日日日日日日日日日へへへへへへへへへへへへへへへへ未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来明日へ未来へへへへへへへへへへへへへへへへへ

　
市
役
所
行
政
改
革
推
進
室

　
（
緯
６
６
２
倆
７
６
０
１
）

行
政
改
革
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

④
市
民
セ
ク
タ
ー
の
参
入
を
促
す
仕

組
み
と
支
援
制
度
の
充
実

　
過
疎
・
高
齢
化
の
中
で
、
多
様
で
困
難

な
市
民
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
い
ま
す
が
、

全
て
を
行
政
が
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
組

織
の
肥
大
化
を
招
き
、
迅
速
な
対
応
が
し

に
く
い
た
め
、
市
民
同
士
や
市
民
と
行
政

の
協
働
の
枠
組
み
の
中
で
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
２
次
大
綱
で
は「
財
政
の
健
全
化
」

「
選
択
と
集
中
」「
組
織
の
効
率
化
」「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」「
信
頼
性
の
確
保
」の
５

つ
を
基
本
方
針
と
し
て
、
行
政
運
営
や
組

織
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
基

本
方
針
ご
と
に
、
重
点
改
革
事
項
と
し
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
定
め
て
い
る

ほ
か
、
原
則
と
し
て
平
成
　
年
４
月
１
日

２６

の
成
果
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
１
）更
な
る
財
政
の
健
全
化

　
平
成
　
年
度
末
で
５
９
０
億
円
と
い
う

２０

膨
大
な
市
債（
借
金
）残
高
の
改
善
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
規
に
発
行
す
る

市
債
の
抑
制
や
繰
上
償
還
（
一
括
返
済
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
重
点
改
革
項
目
】

・
更
な
る
歳
出
抑
制

・
財
源
確
保
対
策
の
強
化

・
市
債
残
高
の
削
減

・
新
公
会
計
制
度
に
よ
る
分
か
り
や
す
い

財
政
状
況
の
公
表

【
主
な
成
果
目
標
】

・
遊
休
資
産
を
２
億
円
以
上
売
却

・
全
会
計
の
市
債
残
高
を
４
３
０
億
円
以

下
に

（
２
）事
務
事
業
等
の
選
択
と
集
中

　
全
て
の
事
務
事
業
、
補
助
金
等
に
つ
い

て
、
行
政
評
価
で
徹
底
的
に
見
直
し「
選
択

と
集
中
」に
よ
り
施
策
の
重
点
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
将
来
を
見
通
し
て
、
魅
力

と
活
力
の
あ
る
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
な
施
策
等
を
重
点
的
に
推

進
し
ま
す
。

【
主
な
重
点
改
革
項
目
】

・
事
務
事
業
の
廃
止
・
効
率
化
で
物
件
費

の
抑
制

・
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
と
重
点
化

・
地
方
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

【
主
な
成
果
目
標
】

・
建
設
事
業
に
伴
い
新
規
に
発
行
す
る
市

債
、総
額
を
　
億
円
以
内
に

８７

（
３
）執
行
方
法
及
び
組
織
の
効
率
化

　
計
画
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

総
合
計
画
に
基
づ
く
政
策
形
成
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
課
題
設
定
、
現
状
把

握
、
目
標
設
定
、
施
策
案
の
立
案
、
意
思

決
定
等
）
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員

数
の
一
層
の
削
減
を
図
る
一
方
、
少
な
い

職
員
で
効
率
的
に
業
務
を
行
え
る
組
織
と

す
る
た
め
、
市
の
業
務
を
高
度
化
す
る
分

野
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
つ
つ
効
率
化

す
る
分
野
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

に
応
じ
た
体
制
に
見
直
す
と
と
も
に
、
民

間
開
放
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
重
点
改
革
項
目
】

・
成
果
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
整
備

・
行
政
評
価
制
度
の
強
化
と
事
務
事
業
等

の
重
点
化

・
定
員
管
理
と
任
用
方
法
の
適
正
化

・
民
間
委
託
の
推
進

【
主
な
成
果
目
標
】

・
正
規
職
員
数
を
３
５
０
人
以
下
に
削
減

・
組
織
の
グ
ル
ー
プ
化
・
フ
ラ
ッ
ト
化
を

導
入

・
公
の
施
設
を
除
い
た
事
務
事
業
の
　
％
２０

以
上
を
民
間
化
若
し
く
は
民
間
委
託
化

（
４
）市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協

働
）の
推
進

　
市
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
が
行
う
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
、
協
働
の
考
え
方
の
普

及
を
進
め
る
ほ
か
、
市
民
の
努
力
だ
け
で

は
解
決
が
困
難
な
課
題
に
つ
い
て
、
行
政

が
補
完
す
る
制
度
や
仕
組
み
を
整
備
し
ま

す
。

【
主
な
重
点
改
革
項
目
】

・
協
働
の
考
え
方
の
普
及

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

【
主
な
成
果
目
標
】

・
地
域
自
治
協
議
会
の
全
市
展
開
（
旧
小

学
校
区
　
箇
所
）

１８

（
５
）信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営

市
民
の
間
に
あ
る
旧
町
意
識
を
払
拭
し

「
養
父
市
民
」
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
行
政
に
対
す
る
市
民
の

信
頼
感
を
高
め
る
た
め
、
行
政
情
報
の
一

方
的
な
「
提
供
」
を
改
め
、
伝
達
方
法
や

疑
問
へ
の
適
切
な
対
応
に
よ
り「
共
有
化
」

に
努
め
ま
す
。

【
主
な
重
点
改
革
項
目
】

・
信
頼
さ
れ
る
職
員
づ
く
り

・
情
報
公
開
の
推
進
と
透
明
性
の
向
上

・
市
民
の
行
政
参
加
の
推
進

【
主
な
成
果
目
標
】

・
接
遇
に
関
す
る
苦
情
件
数
を
ゼ
ロ
と
す

る
。

※
「
第
２
次
養
父
市
行
政
改
革
大
綱
」は
、

養
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

○
基
本
方
針
お
よ
び
重
点
改
革
事
項


